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1.　緒　　　　言

地球温暖化問題に対する国際的な動向に伴い，国土交通
省では環境き備によるさらなる推進済

㎈

を新たに実船適用省エネ装置のラインアップに加えるた
め，CFD ( Computational Fluid Dynamics ) や PIV（粒子
画像流速計）といった新たな開発ツールを援用してその省
エネ原理を再検証し，実船流場に適合した実機形状を検討
したず\みの半円型ダクトを実船流場に

適用するため，実機形状を検討するに当たって，作動原理
（省エネ原理

）の再検証を行った．本章では半円型ダクト
の省エネ原理について述べる．

2. 1　省エネ原理

半円型ダクトはプロペラ直前に設置され，その省エネ原理
は以下のとおり∵下ゔよゔ は 置そ ． 省っにににににににににににににににににににににににă ╲ 埡 堿
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